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れ 1975 年に開館した [ 図 1]。壁画が元あった地下教
会も整備され 1999 年にレプリカが設置された [ 図 2]。
  壁画の移築保存と展示環境について
―イタリア　ポッジャルド　サンタ・マリア・デッリ・アンジェリ教会













　両施設とも開館時間はシエスタを除く 9 ～ 12 時、





















で照らされていた。教会の内部構造は、平面図 [ 図 5]
のようであり、床が水浸しだったことや道路下である
ということから床面より高い位置に金属の格子床を設
















































(Anacleto Vilei, 1991, p. 30）


















ハイサグラフ [ 図 9] から、ポッジャルドはパリに比
べると降水量は多いが月平均値が 100mm を超えるこ
とはなく、日本の年降水量 1,466.7mm（1971 ～ 2000 年）










方法は、同日に約 1 時間おきに 9 ～ 12 時に 2 回、16
～ 19 時に 2 回の計 4 回ずつをそれぞれの施設で測定
する。測定箇所は、壁画の保存を目的としたものなの
で、壁画表面付近や裏側、空気の停滞が起こりそうな
場所などで博物館 16 箇所、教会 13 箇所を定め、高さ
は基本的に自身の肩の高さとした。実施日は 9 月 26 日、
機材は testo 610 を使用した。結果は、博物館内では、
温度は 16 箇所において多少のばらつきは出たものの、




点での変化は 9 時台 27.6℃、10 時台 29.2℃、16 時台
29.8℃、17 時台 28.7℃であり、この日の外気温は 9 ～






左：東京は 1971 ～ 2000 年の平均値、パリの気温は 1951 ～ 80 年の、相対湿度は 1961 ～ 67 年の平均値。（三浦・佐野・木川，2012, 
p. 24）
右：ポッジャルドの天気予報に使われている観測地サンタ・マリア・ディ・レウカ S.Maria di Leuca(Leuca) における 1961 ～ 1990 年




























左：東京は 1971 ～ 2000 年の平均値。パリは 1951 ～ 80 年の平均値。（三浦・佐野・木川，2012，p. 26）
右：ポッジャルドの天気予報に使われている観測地サンタ・マリア・ディ・レウカ S.Maria di Leuca(Leuca) における 1961 ～ 1990 年




































図 11　西側壁画 図 5-6 の上部 　黄色いカビ
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